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日本の古紙事情と
中国の古紙輸入政策による

影響・対策

全国製紙原料商工組合連合会

渉外広報委員長

須長 利行

2019年11月20日

講演内容
１ 全国製紙原料商工組合連合会（全原連）の紹介

２ 日本の古紙事情

（１）古紙の主な回収・流通経路

（２）古紙の需給動向

（３）古紙問屋と製紙会社の関係

（４）古紙価格決定メカニズム

３ 中国の古紙輸入政策による影響・対策

（１）内外取引の動き

（２）2020年以降の古紙輸入規制への対応
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全国製紙原料商工組合連合会及び関係団体

２-（１）古紙の主な回収・流通経路（2018年）
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２-（2）古紙の需給動向
① 古紙の回収率、利用率の推移
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循環型社会形
成推進基本法

18

2017年 回収率 利用率
世界平均 58.5% 59.3%
アメリカ 65.5% 39.1%
ドイツ 75.9% 74.7%
フランス 82.2% 67.1%
中国 49.5% 70.7%
タイ 55.4% 80.8%
ベトナム 34.0% 96.7%

出典：（公財）古紙再生促進センター

② 古紙の回収量、消費量、輸入量、
輸出量の推移
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出典：（公財）古紙再生促進センター

5

6

4/62



２-（3）古紙問屋と製紙会社の関係

① 古紙問屋の役割

☆回収古紙の入荷から出荷まで一貫分別管理

☆商品（製紙原料古紙）の高品質化

☆内外の製紙会社への安定供給

②製紙会社との関係

☆古紙を製紙会社に直接販売（直納問屋）

・製紙会社の古紙使用量は１日当たり数十トンから
数百トン、大手メーカーでは数千トンに及ぶ

・そのため古紙問屋が大量の古紙を安定的に供給

・ 需給調整のための在庫管理
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２-（4）古紙価格の決定メカニズム

○取引上の要件

品質と数量

※品質基準：（公財）古紙再生促進センターの定める

古紙標準品質規格による

○取引上の留意点

古紙は発生物＜数量＞

排出者（元）における分別の徹底＜品質＞

（廃棄物ではなく再生資源物として回収）

需要と供給の関係

紙リサイクルの流れに見る
価格決定の要素と相関関係

動脈分野

紙：消費量 古紙：回収量・品質

回収
業者

古紙問屋
製紙原料化

製紙会社
紙・板紙生産

消費者

静脈分野

古紙輸出
（需給調整）

製品輸出

古紙廃棄
製品輸入

古紙分別排出
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３-（1）内外取引の動き
①中国の古紙輸入量の推移
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③日本における古紙月別輸出量

及び関東商組32社品目別在庫率の推移
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注：在庫率＝在庫量÷払出量

④中国からの梱包材（段ボール）の流入

☆2000年以降、中国から消費財をはじめとする輸入
量が急増した。

☆これに伴い大量の梱包材（段ボール）が流入

してきた。（2019年：約160万トン入超＜推定＞）

☆これらの梱包材（段ボール）は製紙原料古紙として
中国に輸出された。
（2018年：199万トン 中国向け80％ 東南アジア向け20％）

（2019年（1月～8月）：108万トン

中国向け53％ 東南アジア向け47％）
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⑤段ボール古紙の国際循環が断たれる

☆（公財）古紙再生促進センターの試算によると、本年は輸出入
量の差引 160万トンの梱包材（段ボール）が入超になる
と推定

そのうち80％が中国からの流入（推定）

☆日本における段ボール古紙の国内消費量は国内の発生量
にほぼ見合っている。

入超の１６０万トンをごみにせずリサイクルするには輸出によ
る国際循環が不可欠

☆今年に入り中国は厳しい輸入制限を課し始めた。

☆輸入制限が続けば、段ボール古紙の国際循環ルートが断た
れることになる。

⑥国際循環に関するもう一つの危惧

☆中国では段原紙製造工場が製紙原料古紙
の入手難から東南アジアへの移転の動き
があると言われている。

☆こうした動きが進めば、段ボール古紙の国
際循環の流れが変化し、中国の役割を
低めることになる。
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3-（2） 2020年以降の古紙輸入規制への対応

☆影響の内容

余剰問題が発生
紙リサイクルシステムが壊れる

☆古紙余剰対策のポイント

需給バランス調整による
紙リサイクルシステムの維持の取り組み

☆対策の前提となる状況
梱包段ボール古紙 160万トン入超
2019年3月における古紙需給予測
段ボール古紙需給差異 190万トン

全原連による段ボール古紙余剰対策

１ 中国の輸入が続かないならば、中国以外に
購入先を拡大

２ 国際的に認められている日本品の高品質

をアピール

３ 日本の製紙メーカーによるアジアへの段原

紙輸出拡大を支援
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（参考）高品質に関する法的枠組み

廃棄物処理法（1970年臨時国会にて成立）

における「専ら物」規定

専ら物・・・専ら再生利用の目的となる廃棄物

古紙、くず鉄（古銅を含む）

あきびん類、古繊維（4品目）

専ら物の意義

☆廃棄物の収集運搬・処理・処分の業を営む場合、
都道府県知事等の許可が必要

☆専ら物のみを扱う場合、処理業の許可不要

法的には廃棄物に該当するが、
扱いは再生資源物

（実質的に廃棄物ではない）
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「古紙は廃棄物由来にあらず」

☆目標
品質向上

☆そのための日本で実施されている方策
排出源分別の徹底
再生品の活用促進
（リサイクルの“環”の推進と教育活動）

まとめにかえて

ごみの中から古紙を拾うのではなく、不要になった
時点から古紙（＝再生資源物）として出してきた

私たちは千年以上も前から先人たちより
古紙のリサイクルを受け継いでいる

「専ら物」は古紙のこうした永い歴史（実績）を
尊重して例外規定として整備された

強調したいこと

「私たちの古紙はごみではありません」
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第8回 日中古紙セミナー講演

テーマ

古紙のリサイクル回数増加に伴う
繊維強度低下への対応

2019.11.20

レンゴー株式会社 尼崎工場 製紙部

山本 浩平

レンゴー㈱尼崎工場の紹介

尼崎工場

尼崎工場
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段ボール原紙 製造工程について

①叩解機の刃型改良
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①叩解機の刃型改良

原料

叩解原料

①叩解機の刃型改良

叩解度

高

低
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①叩解機の刃型改良

原料

叩解原料

原料

叩解原料

円錐状に
形状変更
円錐状に
形状変更

①叩解機の刃型改良
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①叩解機の刃型改良

①叩解機の刃型改良
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②繊維の系内滞留時間短縮化

②繊維の系内滞留時間短縮化

抄紙機
白水ピット 原質

白水ピット

排水処理設備

回収微細
繊維
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②繊維の系内滞留時間短縮化

抄紙機
白水ピット 原質

白水ピット

排水処理設備

回収微細
繊維

回収微細
繊維

排水処理設備

②繊維の系内滞留時間短縮化

抄紙機
白水ピット 原質

白水ピット

排水処理設備

回収微細
繊維
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③粗選工程の短縮化

完成原料

異物として排出
（別工程で再度離解処理）

③粗選工程の短縮化

完成原料

異物として排出
（別工程で再度離解処理）

15

16

36/62



抄紙機
戻り原料

④「ブローク原料」の処理方法見直し

抄紙機
戻り原料

④「ブローク原料」の処理方法見直し
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⑤抄紙技術の一般論

まとめ
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ご清聴ありがとうございました。

まとめ
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中国製紙企業における繊維原料使用の現状

中南（天津）再生資源有限公司

張 秀 紅

2

前 言

中国の製紙産業は数十年にわたる歩みと変化を経て、段階的に古紙原料を主体とする原料構造

を形成しつつあり、古紙原料のシェアは60%を超える。しかし、輸入古紙の急激な減少が製紙企

業に原料調達、製造工程、製品構造などの面で大幅な調整を迫っており、製紙企業は、輸入の完

全消滅までに以下の2つの課題に直面している：

2、原料品質の問題

国民の生活レベルの向上にともない、紙の品質に対する要求は高まり続けているが、国内古紙はリサ

イクルを繰り返しているため、繊維の強度が大幅に落ちている。たとえ品質要求を現状のまま維持し

てたとしても、国内古紙の繊維では品質要求を満たすことはできない。

1、供給と需要の問題：

1人当たりの消費水準でみた場合、現時点で我が国における包装紙の平均消費量は先進国にまだ遠

く及ばず、将来の包装紙生産能力には比較的大きな伸びしろがある。一方で、輸入廃棄物原料に

規制がかかっていることから、こうした原料需給間の差異は、必然的に他の繊維系原料で補充し

なければならない。

1
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TOPICS主題

01

02

中国造纸企业纤维原料结构

国废品质情况

中国製紙企業における繊維系原料の現状

国内古紙の品質状況

4

原料構造の全体状況

2018年の全国パルプ合計消費量は9,387万トンで、伸び率は2017

年比で-6.61%だった。このうち、木材パルプは3,303万トンで、

パルプ消費全体の35%を占めた。内訳は輸入が23%、国産が12%

である。一方、古紙パルプは5,474万トンで全体の58%を占め、こ

のうち、輸入古紙原料パルプが16%、国産古紙原料パルプが42%

を占めた。また、非木材パルプは610万トンで、パルプ消費全体

の7%を占めている。

进口木浆, 

23%

进口废纸制

浆, 16%

国产木浆, 

12%

国产废纸制

浆, 42%

非木浆, 

7%

主な繊維系原料：

2018年製紙企業繊維系原料使用情况

輸入——輸入パルプ（木材パルプ、非木材パルプおよび古紙パルプを含む）、輸入古紙

国産——国産木材パルプおよび非木材パルプ、国内古紙

輸入木材パルプ
23%

輸入古紙原料
パルプ 16%

国産木材パ
ルプ 12％

国産古紙原料
パルプ
42%

非木材パルプ
7％
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一、輸入パルプについて

2019年1-8月、中国のパルプ輸入量は順調に伸び、前年同期比6.7%増だった。現在、パルプ輸入は回復をみせてお

り、今後も長期にわたって高い輸入量を保持すると予測される。輸入パルプには、木材パルプ、非木材パルプ、再生

パルプが含まれ、これが輸入廃棄物に起因する主要原料の不足を補っている。このうち、古紙パルプの輸入量は、大

手製紙企業の海外投資による再生パルプライン建設にともなって大幅に増加してはいるが、海外の生産能力には一定

の障壁があることを考慮すると、現在の建設進捗度では、2019年に新たに生産を開始する海外古紙パルプには限界

があると見られ、大幅な上昇は来年になると予測される。
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6

二、輸入古紙について

我が国が輸入した各種古紙の合計量は、2017年に2,572万トン、2018年に1,705.5万トン、そ

して、2019年1-8月の中国の古紙輸入量は730万トンであった。今年は、2020年末の古紙輸入

全面禁止まであと2年を切ったことになり、第4四半期および来年に公表されるライセンスは大

幅な頭打ちとなるであろう。

140

76
112 95 79 98 97 90

124 127
142

119

86
112

143 140

223
243

311

227
244 238

213

260

0

50

100

150

200

250

300

350

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

直近3年の1-8月古紙輸入量比較（万トン）

2019 2018 2017

5

6

43/62



7

三、国内古紙について

国内製紙企業は国内古紙の調達面で活発な動きを見せている：

1、多様な形態の産業チェーンを通して、川上産業へと手を伸ばしており、中継倉庫、古紙ヤードにも進出

が及んでいる。例：玖龍、理文、山鷹など。

2、古紙買取りの品種が増々増えてきている。例：強繊維古紙、低グレード古紙など。
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3500

国内古紙価格趨勢グラフ

2018紙

2018板紙

2019板紙

2019紙

2017年の年間回収合計量は5,285万トン、2018

年は4,964万トンだった。2020年の国内古紙回収

利用規模は5,500万トンに達すると見込まれる。

古紙原料は供給不足にあるが、製品販売などの

要因による影響を受けて、紙、板紙の区別なく、

2019年の価格はすべて2018年同期を下回り、ま

た同時に比較的安定している。これは、ある意味、

国内古紙産業が健全で合理的な発展モデル段階に

移行しつつあることを示している。

8

四、国産木材パルプと非木材パルプについて

⚫ 我が国は資源欠乏型の国家であり、林業資源の全体量は不

足し、品質も劣っている。国内に数社しかない、ある程度

の規模のパルプ企業は、原材料のほとんどを輸入に頼って

いる（基本的に東南アジアの木材チップを主とする）。数

年来、木材パルプの生産量は少しずつ増加しており、パル

プ原料中に占める木材パルプの比重も増加し続けている。

2018年、我が国の木材パルプ生産量は1,147万トンに達し、

パルプ全体の生産量が下降する中、逆に伸びを見せた。生

産量は2017年比で9.24%も上昇し、2019年もさらなる増加

が見込まれる。
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2019年パルプ輸入数量と前年同期比

（万トン）

国内木浆产量 增长率

⚫ 2018年、非木材パルプの生産量は約610万トンで、前年同期比2.2%増であった。古紙原料の欠乏、低品質などの問題

に対処するため、製紙企業は、古紙に替わる新型繊維系原料の研究開発に注力しているが、これは、国内古紙への依

存度を低減するのみならず、製品品質の大幅アップを促進する役割も果たしている。とはいえ、技術、設備、コスト

などの制約から、製紙メーカーの繊維系原料に対する非木材パルプ原料の貢献度には当面、限界がある。

国内木材パルプ
生産量

増加率
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TOPICS主題

01

02

中国製紙企業における原料調達の現状

国废品质情况国内古紙の品質状況

10

一、国内古紙の品質状況

1、低品質な繊維：

我が国のライナー、中芯原紙、再生繊維使用の塗工板紙および非塗工板紙の生産量が板紙生産量全体に

占める割合は85%前後で、これらの紙の種類にはほとんどすべてに二次繊維が使用されている。また、

これらは国内古紙の主な発生源でもある。繊維は何度も繰り返して使用すると、短く、弱くなるほか、

粘着物も多く、歩留まりが低くなるなど、一部の高級原紙の生産要求を満たすことが難しくなる。

国内古紙の繊維写真国内古紙の繊維写真 輸入古紙の繊維写真

9

10
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11

一、国内古紙の品質状況

2、分類が標準化されていない：

我が国の業界標準『廃紙分類等級規範』（SB/T 11058-2013）では、古紙の発生源と用途に基づいて、8

種類25品目の等級（段ボール古紙、新聞古紙、上質コート古紙、込頁、クラフト古紙、マニラボール古

紙、雑誌古紙、特殊紙古紙）に区分している。このほか、不合格古紙含量、禁忌品含量、水分含量の違

いに基づき、それぞれの種類の古紙に対して 2-4 の等級区分も行っている。しかし、市場の実際の取引

では各製紙メーカーが古紙の分類要求を行い、この規範に準拠していないのが現状で、各梱包場の古紙

品質はまちまちである。

⚫ AAA級、AA級、A級、甲級クラフト紙、混合裁落原料、
トップライナー……

⚫ B級、大統貨、純ビール箱……

⚫ C級、D級、統貨C、緩衝材、マニラボール古紙、雑紙
古紙、紡績高強度紙管、紡績弾糸管、チップボール、
紙管古紙、中芯半製品(重複）、E級、台紙……

板紙

⚫ 上白＆白アート混合品、書籍紙、込頁、台紙（印

刷50以下）、産業系色上、回収系込頁、混合古紙、

上質コート紙、マニラボール片裁落、新聞古紙…

紙

12

一、国内古紙の品質状況

3、選別が徹底していない：

国内古紙は、主に工場、スーパーマーケットや一般家庭を出所としており、工場とスーパーマーケット

の回収率はすでにかなり高くなっている。次に国内古紙の増量が見込まれるのが主に一般家庭からの供

給源であるが、この部分の古紙は雑多で汚染程度が高いため、国内古紙としての品質はやや劣る。この

ほか、業界の参入基準が緩い、業者の数が多いといった理由のほか、業界全体のオートメーション化も

遅れているため、大規模化が難しいという点が挙げられる。

供給源の状況 人手による選別 比較的大規模な梱包場
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13

一、国内古紙の品質状況

4、虚偽が存在する：

非規格品であるため、一部、品質検査の基準がルーズな古紙･製紙メーカーが見られるなど、業界内で

は偽造行為も珍しくない。国内古紙の価格が高いほど偽造行為が増える傾向がある。

おわりに

14

この2年間、輸入廃棄物の減少に対処するため、製紙および古紙回収企業は懸命な努

力を強いられており、度重なる調達方式の変更、調達品種の最適化を行ってきた。し

かし、国内古紙の増加量が輸入古紙の減少幅を埋めるまでには至らず、これが中国製

紙原料のアキレス腱となっている。この課題は2020年に入り、さらに厳しさを増すで

あろう。

「窮すればすなわち考えが変わり、変わればすなわち通じ、通じればすなわち栄達

し、栄達すれば兼ねて天下を良くする」。古紙回収産業の発展は、ただ単に製紙原料

の安定だけでなく、100万以上存在する業者の生計と国民の社会生活にまで関わるもの

である。我々は、問題発生こそチャンスととらえ、国家の呼びかけを堅い決意で進め、

国内古紙産業改革を積極的に推進し、持続可能な発展の広がりを模索して、産業のレ

ベルアップと国家のエコロジー化に微力ながら貢献していく所存である！
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ありがとうございました！
T HANK S F O R WATCH I NG
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全国製紙原料商工組合連合会 副理事長

中部製紙原料商工組合 理事長

石川喜一朗

名古屋市

循環型社会イメージキャラクター

シャチの「ジュンちゃん」

名古屋市のごみ分別排出とリサイクル

名古屋市の紹介  政令指定都市

 人口2,326,842人

 1,116,596世帯

 面積326.45平方キロメートル

 行政区域16区263小学校区

1

2
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増え続けるごみ処理量
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あと２年少々で満杯になる見通し
（「ごみ非常事態宣言」当時）

埋立可能区域

埋立終了区域

愛岐処分場（岐阜県多治見市）

リサイクルに関する法律

環境基本法（1993年施行）

環境保全に向けた枠組みを示した基本的な法律

循環型社会形成推進基本法（2000年施行）

大量生産・大量消費・大量廃棄からの脱却し、環境負荷を減らす法律

容器包装リサイクル法（2000年施行）

段ボール、紙パック以外の紙製容器のリサイクルを推進する法律

資源有効利用促進法（2001年施行）

リデュース・リユース・リサイクルを促進する法律

5
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ごみ非常事態宣言

ごみ減量の基本は、2つ

１つは、ごみの原因を減らすこと。

もう１つは、分別してリサイクルを進めること。

新資源収集開始に向けて

地域説明会
(2300回、21万人の市民に) 分別パンフレット

１９９９年実施

7
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分別内容

家庭内の古紙分別（ひもで縛って出す）

9
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分別にご協力いただく地域の方々
容器包装の分別回収

地域の自主的な活動
集団資源回収（古紙回収）

11
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城西小学校区の集団資源回収拠点・

99.7 

89.4 

76.5 
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110

1998 1999 2000

ごみ非常事態宣言後のごみ処理量の推移

万㌧

年度

（家庭系）
全市域でびん･缶の収集
透明な指定袋の導入
全市域で集団資源回収の実施
プラ製･紙製容器包装の収集

（事業系）
産業廃棄物の搬入禁止
事業系の資源物搬入禁止
事業系ごみ全量有料化
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集団回収（一般方式）2,608団体：45,605トン

集団回収（学区協議会方式）168団体：24,101トン

リサイクルステーション 54拠点：2,665トン

名古屋市では古紙類や古布などの行政回収を行わず
地域での自主的な活動によりリサイクルされています

資源（古紙）自主回収：名古屋方式

■２０１７年度実績

集団資源回収団体への支払い

町内会（1965年頃から活動）

子ども会（1965年頃から活動）

学区協議会（1999年から活動）

名古屋市から活動助成金を3円/㎏

古紙回収業者から古紙代金として1円～3円/㎏
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約40%減！
年度

万トン
ごみ非常事態宣言後のごみ処理量の推移

 家庭系 ごみ 40.9  資源 13.2  

古 紙 

(新聞･雑誌･ 

段ﾎﾞｰﾙ･雑がみ) 

3.8 7.5 

繊維製品(衣類・布類) 2.3  

びん･缶･ペットボトル  2.5 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製 
容器包装 

2.7 2.2 

紙製容器包装 2.3 0.7 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品 1.6 

草木類 5.1 

生ごみ 12.3 

その他 

(資源化困難な

紙等) 

10.6 

 

0.2

2017年度
（万㌧）

資源化量ごみ量

0.2
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更なるごみ減量の方策として古紙回収サービスの推進
（集団資源各戸回収＝超高齢社会に対応）
（常設ステーション＝利便性に対応）

古紙選別（品質のチェック）
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古紙梱包（Ｊブランドラベル貼付）

古紙輸出（Ｊブランド適合品を出荷）
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日本のごみ分別排出による影響

小学校へ出前授業・工場見学会
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紙リサイクルのSDGｓ

つくる責任

古紙の利用促進

リサイクルが維持できる価格設定

つかう責任

古紙利用商品の購入

分別排出に協力

キャッチフレーズ

分ければ資源

混ぜればゴミ
古紙の分別は、文化として定着している。

ご清聴ありがとうございました。
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